














































1. 完備性　すべての財ベクトル x と y について
x  ≽  y または y ≽ x が成立する、
2. 推移性  すべての財ベクトル x と y と z について
x ≽ y かつ y ≽ z ならば
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π は余剰と呼ばれる。個人 i の貢献度を di とおく。
食糧を分配する問題は、（π ,d1 ,…,dn ） という（n+1）
次元のベクトルで特徴づけられる。（π ,d1 ,…,dn ）は、
π≧∑ni=1 di が成立する状況では余剰分配問題と呼ば
れ、 逆に π < ∑ni=1 di では破産問題と呼ばれる。これ
は、π-∑ni=1 di ≧0  の時、π-∑ni=1 di  は余剰とみなせ、
反対に、  π - ∑ni=1 di<0 の時、π - ∑ni=1 di  は負債と
みなせることに起因する。３人の状況で考察した個人
の評価を考慮した公平な分け方は、数式の上では i さ
んに
1
n（π -
n
∑di
i=1
 ）+di
を与える仕組みと書き下すことができる。この分配方
法は Nash 交渉解と呼ばれる解として知られている。
帰結４
本稿では、経済学におけるモデル分析のあり方につ
いて紹介を行った。経済モデルには基本的な「型」が
あり、多くのモデルが「型」に従って構築されている。
型の存在により、多種多様なモデルが存在しつつも一
体感を持っている。その一方で、型の存在ゆえに現実
をモデルに矮小化せざるを得ないこともある。数理的
な構造を持つため、多くの分析手法が取り入れられ、
また独自に発展している。今後も研究者らの地道な改
良により、高度な分析力を持つ豊かなモデルが開発さ
れていくだろう。
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